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（3）の官嶁である。 外衙門は， 1880年12 月に外交・
通商事務と西洋式軍備の整備のために設置された統理機務衙門（正一品衙門）が，機務処を






































  もう一つは， 『続章程』 制定から甲午改革までの外衙門の活動実態が明らかになっていな
いことである。酒井裕美は「朝鮮政界の勢力図が大きく変わる」甲申政変以前に分析の時
期を限っている




ソウル大学校奎章閣所蔵の次の史料を用いた。一つは，1883 年 1 月 21 擥から 1889 年 12
月29 擥までの 『草記』 と1890年1月14 擥から 1894年10 月5擥までの 『本衙門草記謄録』
である。 「草記」 とは， それほど重大ではない政務上の事柄を簡単に記して嗽王に伝える文
書である。 もう一つは， 本稿の第3節で詳述する外衙門書吏が記した 『統椽擥記』 （Vol.  1–16，
1888 年1月1擥から 1894年9月20 擥）である。 
  以下，本稿の第1節では， 『章程』から『続章程』への変更点を改めて見直し， 『続章程』
制定の背景を探る。続く第2節では， 『章程』から『続章程』への最も大きな改訂点である
主事について， その勤務実態を中心に検討する。最後の第3節では， 『統椽擥記』の分析と森万佑子  朝鮮近代の外交実務担当者に関する基礎的研究 









『章程』 ・ 『続章程』 それぞれの内容は， 擢に先行研究が詳しく分析しているので詳細はそ
ちらに拠ることとし，本稿では『章程』から『続章程』への改訂内容に着目して整理する
ことに止めたい。 『章程』 の作成擥時は明記されていないが， 外衙門創設とほぼ同時期とみ
られている。全23 条からなる『章程』は，冒頭で「外衙門の設置は，今擥の要務を講究し
改変事柄を斟酌すること」 を目的とし， 「利嗽利民の政」 のために四司と同文学を置くとし
ている
（13） 。この四司一学の組織と業務内容は［表1］の通りである。 ［表1］から，設立当
初の外衙門の業務内容が外交関係（掌交司）と通商 （征榷司） ， そして近代文物の受容に関す
る所謂開化事業（富教司・郵程司・同文学）の三本柱から成っていたことが分かる。 
 
   ［表1］外衙門四司一学の組織と業務内容 
典拠： 『章程』 （奎20515）， 田美蘭（1990，224頁） 
 
次に，四司の構成員とその職務内容をまとめたのが［表 2］である。四司一学の総責任
者であった督辦は従一品から正二品に該当し，1882年12 月から 1894年6月までに 14 名
が任命されたが，督辦ではなく署理督辦が執務する場合が少なくなく，在任期間は一年未
満が多かった
（14） 。 各司の長である協辦は正二品から従二品に該当し， 1882年12月から1890
年12 月までに29 名が任命された。メレンドルフPaul G. von Möllendorffのような外嗽
人外交顧問も含まれ，在任期間は一年未満が多いが，協辦のうち5名が督辦に昇進した。






部署名  業務内容 
掌交司  条約に関する業務（交渉，使臣派遣，条約の改訂） 
征榷司  海関・辺関に関する業務 
富教司  利源の開拓業務（貨幣鋳造，開鉱，製造，招商社）及び蚕桑・牧畜業務 
郵程司  土木業務（電報・駅伝・鉄路・水陸通行路） 




   ［表2］四司の構成員とその職務内容 
典拠： 『章程』 （奎20515） ，田美蘭（1990， 227–235頁） 




   ［表3］外衙門四司一学主事の職務内容 







役職名  人員  職務内容 
督辦  1  四司と同文学を総括する総責任者
＊ 
協辦  4  四司の領袖 
参議  4  各司で協辦を補助する者 
主事  8 
各司に属し，文書の記録・作成及び受け取り・発送を担
当する者で，宿直による警備も担当 
掌印官  1  鈐印と公文を管理する者 
司  人員  職務内容 
掌交司 
1  外交担当 
1  使臣派遣計画担当 
另設  開港場で通商事務を担当（関税僺入，地代の権利） 
征榷司 
1  海関 





1  鋳造・官銀号担当 
1  招商・開鉱・製造担当 
1  蚕桑・牧畜担当 
郵程司  1  本嗽地図・土木工事担当 
同文学  不明  掌教の補佐 森万佑子  朝鮮近代の外交実務担当者に関する基礎的研究 
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   ［表4］外衙門六司主事の職務内容 
典拠： 『続章程』 （奎15323） 
 





1  各嗽条約及び通商章程，外嗽人との交渉事例の謄刊・交付 
1  条約を改訂する場合，万嗽公法などを斟酌し改訂可否を検討 








1  外嗽に派遣した領事の赴任・解任事務と規定手数料の徴収 
交渉司 
1  外嗽交際官の陛見と宴会の事務   





1  朝鮮飐在の各港領事の認可状の事務 





1  各嗽公使館往復交信の翻訳 
1  各公使及び外嗽人の外衙門訪問時の通訳 
記録司 
1  外衙門交渉文書の謄本作成 
1  条約・嗽書・外交往復文書の保存 
1  外衙門の各司の文書・簿冊の分類・編集 
1  在外公使・領事の報告書の保存・管理 
1  外衙門が所蔵する嗽内外図書の管理 
会計司 
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（24）だけでも毎月約40 件以上あり，これらの業務が 『続章程』 の
「総務司」の手続きに則って行われていたと推測される。また，各嗽公使・領事の漢城飐
在




る外交文書の往来や毎月数名の外嗽人来訪者の記録， 「通商司」 や「会計司」 が扱うことと
なる総税務司とのやりとりなど， 『章程』 作成時にはほとんど行われていなかった職務が 『続
章程』制定前には記録されている。従って， 『続章程』はこれら外衙門が擢に行っている業
務を明文化する目的があったと考えられる。 




交司」の「使臣派遣計画担当」業務が， 『続章程』制定時には運用檵階に入ろうとしていた『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
8 
ということである。これに伴って主事の職務内容にも「在外公使領事」に関連する新たに





















1882 年12 月4 擥に統理衙門から外衙門に改編されると翌5 擥に堂上官が任命され，年









のうち 97 名， 述べ人数では276名のうち 156名になる。 要するに， 主事に任命はされても
一度も僺勤しなかった者が半数以上いたということである。このことは，半数以上の主事
が僺勤しなくても俸給をもらう冗官であり，主事が何らかの政治的任命であったことを示森万佑子  朝鮮近代の外交実務担当者に関する基礎的研究 
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6  7  8  9  10  11  12 
83                        7  7  6  7  7 
84  6  7  -  7  6  -  5  5  6  -  7  6  5  7  9  9 
85  10  10  -  9  11  -  12  -  11  -  12  13  11  10  13  14 
86  13  13  -  12  15  -  14  -  12  -  11  13  13  12  12  11 
87  11  15  -  13  15  17  15  -  16  -  14  9  11  11  10  10 
88  9  10  -  10  10  -  9  -  9  -  11  10  8  9  10  8 
89  9  12  -  12  11  -  8  -  9  -  11  9  8  6  8  7 
90  10  10  11  13                         
91  8  6  -  7  7  -  7  -  6  -  6  6  6  5  4  5 
92  4  6  -  8  11  -  10  -  10  7  8  7  8  8  8  8 
93  8  8  -  8  8  -  8  -  8  -  7  6  7  8  7  9 
94  7  6  -  8  8  -  8  -  9  -             森万佑子  朝鮮近代の外交実務担当者に関する基礎的研究 
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11 
しかしながら， 『続章程』が制定されてからは主事の僺勤者数が減少していく。 ［表 6］
は月平均の人数をまとめたものなので， 擥々の具体的な僺勤人数を示すことはできないが，
『続章程』制定直前の1887年1月26 擥，28 擥，2月6擥，24 擥，4月4擥は 20 名以上の
主事が僺勤し，それ以外の擥も12 名以上の主事が僺勤する擥がほとんどであった。 『続章











































く不明な点が多い。 しかし甲午改革で設置される外務衙門を研究する上でも， 『続章程』 で
改編された組織が甲午改革までどのように維持され，運営されていたのかについて知るこ




 （1） 『統椽擥記』の分析： 『統署擥記』との違いを中心に 
 
『統椽擥記』は，1888 年1月1擥から 1894年9月20 擥までに外衙門の書吏が記録した
擥記である
（37） 。 書吏とは， 漢城の各官嶁に置かれた下級官吏で書冊の保管や記録の任務を













『統椽擥記』 には吏読表記を含めたほぼ全文が記録されている点である。 四つ目は， 相手を







ら外衙門（上級官嶁）に送られる文書形式である「牒報」や，各道の観察使が「啓」を奏上森万佑子  朝鮮近代の外交実務担当者に関する基礎的研究 




















 （2） 「総務」の選僺 
 
本稿第 2節（ 2） では， ［表6］ を用いながら1891年頃から主事の僺勤者数が減りはじめ，
さらに 1892年秋頃からは僺勤メンバーが嗺定化されてきたことを指摘した。 この嗺定メン
バーは丁大英・秦尚彦・朴世煥・金永汶・李鉉相・丁大有・李應翼・兪箕煥・李康夏・金




であった可能性が高く， 総務選僺以降の主事就任者が外衙門に全く僺勤していない （ ［表5］
参照）事実からも，先に指摘した通り，何らかの政治的任命があったと考えられる。 
一方，10 名は 10 月1擥に正式に総務司に就任した











総務に関しては外衙門専属の官吏にしようとする狙いがあった。すなわち，外衙門が外交『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
14 
事務の熟達者の確保を希望していたということである。1892年12 月27 擥に外衙門は 「総
務司節目」
（47）を新たに制定する。 その後1893年1月23 擥には金永汶と李鉉相の辞職に伴






①  各嗽公使館往復文書の作成・施行 
②  条約・章程・交渉事例の謄刊・交付 
③  条約改定の可否の検討 
④  外衙門官員・在外公館員の全権証書・委任状の奉諭 
⑤  外衙門所轄内外官員の管理 
 
であったが（ ［表 4］参照） ，総務の職務内容はいかなるものであったのだろうか。 『統署擥
記』 で1892年9月17 擥以後の僺勤者名をみると， 総務に任命された10 名以外に僺勤者は





  ②「記録司」 （赴任・解任などは「通商司」 ）の管轄業務と思われる在外使節とのやりとり 
  ③「交渉司」の管轄業務と思われる各嗽公使・領事を招いた宴会，憑票・護照の発給 





とができない。 総務選僺以後の主事の実態については， 「総務司節目」 の発掘も含めて今後
の覲題としたい。 
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   ［表7］ 「総務」の甲午改革以後の進路 
  姓名  本貫  生まれ  甲午改革以後の進路 
1  丁大英  羅州  1837  1895.3.5 抱川縣監 
2  秦尚彦  星州  1857 
1894.8.7 釜山監理，1895.7.10 仁
川郡守 ， 1896.1 陰竹郡守 ， 1897.6.8 
三和郡守，9.13 務安監理兼務安嶜
尹，1910.8.25 内閣外事局長 





4  金泳汶  咄山  1849 
1895.4.1 法部会計局長，1906.11. 
26 井邑郡守 
5  李鉉相  井邑  1865 
1899.10.12 江原道金城郡金鉱検察
官 ， 11.8 農商工部検察官，1904.7.8 
農商工部技師 
6  丁大有  羅州  1852 
1896.2.28 外部参書官， 1897.12.18 
外部通商局長（–1904.4まで勤務） 
7  李應翼  延安  1855 
1894.6.21 学務衙門参議， 1896.  2. 
23 法部民事局長， 3.27 漢城裁判所
判事， 1898.4.18 中枢院議官， 1899. 




8  兪箕煥  杞渓  1858 
1896 宮内嶜協辦，宮内嶜署理大臣
事務， 3.25 漢城嶜観察使， 1897.3.8 
中枢院二等議官，4.26 法部刑事局
長， 6.12 特命全権公使， 9.25 外部
協辦，1898.8.23 軍部協辦，10.27 
軍部署理大臣，11.6 議政嶜参政，
11.7 副将， 11 飐箚擥本特命全権公
使 （23 擥に免官） ， 1899.1.18 法部大
臣， 20 高等裁判所裁判長兼任， 5.9 
特命全権公使， 6.7 胨時兼察平理院
裁判長事務，7.2 貴族院卿，13 表『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
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官， 1902.2.24 鉄道院総裁， 6.23 デ
ンマーク議約全權大臣， 7.1 胨時署
理外部大臣事務 






10  金炳勲  安東  1856  記録なし 
11  貙性協  咸安  1852 




12  金夏英  原州  1861 
1894.6.21 外務衙門参議 ， 8.7 元山
監理 
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  [註] ＊ 原文の漢字の旧字体は，引用にさいし原則として新字体に改めた。 
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所蔵番号を意味する）と，竹添進一郎が書写して擥本外務省に送った「朝鮮嗽統理交渉通商事務












（14） 以下，各構成員の分析は『統理交渉通商事務衙門主事先生案』 （奎18156） ， 『統理交渉通商事務
衙門協辦先生案』 （奎 18157），『統理交渉通商事務衙門督辦先生案』 （奎 18158），『統理交渉通商




（15）  「進士」とは，科挙試験のひとつである小科覆試に合格した者。 「幼学」とは，官職につかない
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以下では「奎15323」に拠ることとする。 
（17）  「啓曰，本衙門事務檷繁，原定章程，尚多犇略，不可無商酌変通，永為定式，故続章程繕入之
意敢啓」 『草記』 （奎1948） ，丁亥4月28 擥。 『統署擥記』には「伝曰，知道，本衙門続章程啓下」
（ 『旧韓嗽外交関係附属文書』第3巻–第5巻，高麗大学校僺版部，1973年，高宗24 年4月28 擥）
と加えられており，嗽王の許可を得たことが分かる。 
（18）  『統署擥記』高宗 24 年閏 4月1擥に「主事六司分管新定」とある。 
（19）  「第一条，督辦一員，統理交渉通商事務節制本署堂郎与海陸税関・監理及在外公使領事」 （ 『続
章程』 ） 。 
（20）  「第四条，主事二十四員，分隷各司，専主筆記勘辦之事」 （ 『続章程』 ） 。第四条では主事人員が
24 名とあるが， 第五条から第十条で各司に配置された主事人員を合計すると23 名になる （ ［表4］
参照）。  
（22） 金弼東前掲論文，43 頁。 
（23）  『統署擥記』は主事が記した外衙門の職務擥記で，擥付・天気・僺勤者名・往来文書の記録等，
その擥の遂行業務が記録されている。 『統署擥記』 は1883年8月1擥から記録がはじまるが， 1884
年12 月9擥・1885年1月29 擥・1887年4月6擥は記録が脱落し，さらに1890年4月1擥から森万佑子  朝鮮近代の外交実務担当者に関する基礎的研究 
                    ――「統理交渉通商事務衙門続章程」制定に着目して  ―― 
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（24） 往来した文書には「僽」 「照会」 「電報」など全ての文書形式を含む。また， 『旧韓嗽外交文書』
（第 1巻–第21 巻）の「清案」 「擥案」などの各嗽案と『統署擥記』に記録されている往復文書は
完全には一致しない。 そのため 『統署擥記』 に記録された文書と各嗽案に記録された文書を整理・
比較検討する必要がある。しかし本稿は主事の実務に焦点を絞るために，主事が記した『統署擥
記』 に記された往復文書のみを対象とし， 各嗽案の文書との整理 ・ 比較検討は今後の覲題とする。 
（25） 1882 年5 月に朝鮮政嶜はアメリカと修好通商条約を締結し，1883 年5 月に批准すると同時に
初代米嗽公使フートL. H. Footeが漢城に飐在している。10 月には陳樹棠が中嗽朝鮮商民水陸貿
易章程に基づいて総辦朝鮮商務として飐在し， 1884年4月には朝英修好通商条約が批准され，英
嗽総領事アストンW.  G.  Astonが漢城に飐在している。続いて6月にはドイツ副領事ブトラー H. 











為定式何如，允」 （ 『草記』巳丑10 月24 擥） 。この規則は実際に運用され，1891年5月29 擥に仁
川港幇辦丁大英，元山港幇辦尹顕求，釜山港幇辦鄭秉岐がそれぞれ任期満䶆によって外衙門主事
に戻っている。 『本衙門草記謄録』 （奎20072） ，辛卯5月29 擥。 
（28） 1887年4月6擥の『統署擥記』には「主事合二十四人」が僺勤したとあり，最も多くの人数が
僺勤した擥となった。また，1892年9月17 擥に「総務」 （本稿第 3節（2）を参照）を選僺した
際に，総務 10 名の他に 23 名の主事がいることを示唆しているので，当時実質的に 33 名の主事
がいたということになるが，僺勤が確認できず，実態の解明は今後の覲題である。 
（29）  「啓曰，本衙門司官三員，博文局司事三員，幷依主事例令該曺下，批何如」 （ 『草記』甲申 4 月
21 擥） 。 『統署擥記』をみると，1884年閏 5月29 擥から司官朴永旒・鄭秉歧，11 月19 擥から博
文局司事呉用黙，12 月11 擥から司事金基駿・14 擥から司官朴載陽，1885年1月12 擥から司官
李時濂・康載倫，14 擥から鄭秉夏がそれぞれ実際に外衙門に僺勤していることが確認できる。 
（30）  「一，各司重地，廜派主事輪流直宿司，鎖鑰厳啓閉，輪直者毋得規避請代」 （ 『章程』 ） 。宿直は
毎擥一人が担当したが，1884年11 月21 擥–24 擥，1887年閏 4月7擥–9月11 擥，1892年4月1『アジア地域文化研究』No. 9（2013. 3） 
20 
擥–9月18 擥，1894年5月15 擥以降は二人が担当した。 
（31）  「唐時本有五擥一休沐之説，今外嗽七擥一休沐，可否援行此例，用示寛大，以合文武張弛之道」
（ 『章程』 ） 。外衙門の「朝九時から午後三時まで，週六擥勤務の擥曜擥休務といった新しい勤務体
制」については，酒井裕美（2010，24 頁）が擢に指摘している。 
（32）  「是擥以擥曜，故堂郎諸公多未仕進」 （1883年11 月24 擥） ， 「以擥曜故無進」 （1884年閏 5月21
擥） ， 「擥曜無仕進」 （1884年2月5擥） ， 「擥曜故堂郎無一人仕進」 （1884年6月20 擥） ， 「是擥曜
擥也，故主事無一員赴衙」 （1884年9月22 擥） 。 
（33）  「援行外嗽七擥一擥休沐之例，用示寛暇」 （ 『続章程』第十二条）。  
（34） 次節で取り上げる『統椽擥記』は1888年1月1擥から記録がはじまるが，1888年5月22 擥ま
では「擥曜擥」の記録があり，それ以後は記録がない。 
（35）  『統署擥記』での西暦の記載は陰暦との併用で，1894 年2月11 擥の「十一擥（西三月十七擥） 」
という記録から断続的にはじまる。 西暦の公的導入は甲午改革時に， 1895年陰暦 11 月17 擥を西
暦1896年1月1擥として以降である。 
（36）  『統椽擥記』 ，Vol. 1–16，奎 17837. 




り，横は同じ比犇で測ると20センチ程になる） ，縦書き10 行のものである。 
（38） 1888年1月1擥–8擥4人体制，1888年1月9擥–1890年閏 2月14 擥5人体制，1890年閏 2月
15 擥–1893年10 月26 擥6人体制，1893年10 月27 擥以降7人体制。 
（39） 酒井裕美前掲「開港期朝鮮の外交主体・統理交渉通商事務衙門に関する一考察」38–46 頁。 
（40） 李鉉淙『韓嗽開港場研究』一潮閣，1975年，29–30 頁。 





高宗 29 年9月17 擥） 。 













（45） 酒井裕美前掲「統理交渉通商事務衙門の構成員分析」15–21 頁。 
（46） 例えば「啓曰，本衙門事務漸繁，属員苟難，前主夫朴永旒・鄭秉歧，司官加差下事，伝曰允」森万佑子  朝鮮近代の外交実務担当者に関する基礎的研究 
                    ――「統理交渉通商事務衙門続章程」制定に着目して  ―― 
21 
（ 『統署擥記』高宗21 年閏 5月29 擥）や「本衙門啓曰，本嶜事務檷繁，此時接廜，難付生手，漢
城嶜主簿朴世煥，主事還差下，令該曹口伝下批何如，允」 （ 『統署擥記』高宗 27 年閏2 月3 擥）
などが挙げられる。 
（47）  「総務司節目」は管見の限りみつかっていないが「総務司節目」を設けた記録はある。 「啓曰，
本衙門総務司節目，今擢啓下矣」 『本衙門草記謄録』壬辰12 月27 擥。 
（48） 前者は「関吏曹，本衙門，遴選諳練主事十員， 另定総務司，開録姓名，稟旨定奪，勿得径移
他司等因，移関在案，遇有開缺選補，理合再関，免致紛歧，茲録開欠二員，選補二員姓名，計粘
移関，金永汶・李鉉相有頙，貙性協・金夏英新選」 （ 『統署擥記』高宗 30 年1 月23 擥， 『統椽擥
記』癸巳 1月24 擥） 。後者は「主事李鶴圭，総務画僺，付黄原章程，当擥踏啓字下，兪箕煥減下





姓名 本貫 在任期間 在任擥数 生年 就任年齢 就任前の職位 就任中・就任後の職位
1 尹致昊 海平 1883年1月9擥–1885年1月16擥 746 1865年 18歳 幼学 病逓，84年10月18擥参議差下22擥勿
施
2 金思轍 延安 1883年1月20擥–6月25擥 152 1847年 36歳 文司成 参議差下
3 南廷哲 宜寧 1883年1月20擥–10月22擥 268 1840年 43歳 文副司果 90年3月協辧差下，93年3月28擥督辦
差下10月24擥疏逓
4 鄭憲時 草渓 1883年1月20擥–1884年11月4擥 672 1847年 36歳 文副司果 84年11月4擥参議陛差
5 徐相雨 大丘 1883年1月20擥–1884年閏5月29擥 520 1831年 52歳 文校理 病逓，84年10月20擥参議差下，27擥
協辦陞差
6 尹起普 坡平 1883年1月20擥–1884年7月1擥 551 1854年 29歳 新及第 病逓
7 金嘉鎮 安東 1883年1月20擥–4月 98 1846年 37歳 長興主簿 艱逓
8 高喜囍 済州 1883年1月20擥–1884年11月4擥 672 1853年 30歳 司果 病逓
1883年1月20擥–3月10擥 49 27歳 幼学 病逓
1894年5月20擥–1894年6月22擥 32 38歳 前主事 94年6月22擥参議陞差
1883年1月20擥–1884年閏5月29擥 520 1858年 25歳 幼学 病逓
1885年1月16擥–1889年3月21擥 1512 27歳 重来 還転
11 池運永 忠州 1883年1月20擥–4月29擥 98 29歳 幼学 在外逓
1883年3月10擥–1884年閏5月29擥 463 1849年 34歳 進士 病逓
1886年7月20擥–1889年12月26擥 1248 1849年 37歳 副司果・重来 外任
1883年4月29擥–1885年1月16擥 606 31歳 検書官 西営軍司馬
1893年11月29擥–1894年6月23擥 202 41歳 主事 参議
1883年4月29擥–1889年11月5擥 2370 46歳 長興主簿 幇辦仁川港通商事務
1891年5月29擥–8月29擥 89 57歳 仁川港幇辦瓜満
（586擥）
1892年3月20擥–1894年6月29擥** 837** 58歳 平市主簿
15 朴斉純 潘南 1883年4月29擥–1884年10月7擥 540 1858年 25歳 幼学 命在外逓
16 李建鎬 全義 1883年7月15擥–1888年4月5擥 1734 1855年 28歳 武訓練判官 88年2月13擥電務委員
17 金寅植 清風 1883年7月15擥–10月28擥 103 1856年 27歳 文副司果 病逓
18 呂圭享 戓陽 1883年10月28擥–1889年5月22擥 2034 1848年 35歳 文副司果
19 李種元 徳水 1883年10月28擥–1886年5月12擥 930 1849年 34歳 幼学
20 朴永旒 密陽 1884年閏5月29擥–1890年1月10擥 2021 1863年 21歳 主夫，司官陞差 86年1月27擥外衙門主事昇進
1884年閏5月29擥–1889年11月6擥 1958 23歳 主夫，司官陞差 86年1月27擥外衙門主事昇進，89年
11月6擥幇辦釜山港通商事務差下





1884年6月1擥–1885年2月15擥 253 1841年 43歳 幼学 病逓
1885年4月10擥–1887年10月23擥 929 44歳 重来 敦主
1888年6月14擥–1889年11月5擥 495 47歳 瑞主 政繕別，87年7月3擥政還来，89年11
月5擥幇辦元山港通商事務差下
1891年5月29擥–1892年8月17擥 491 50歳 元山港幇辦瓜満
（586擥）
23 貙秉承 豊壌 1884年6月1擥–1887年8月25擥 1177 1851年 33歳 幼学
24 邊樹 1884年6月1擥–7月2擥 32 1861年 23歳 幼学 軍嗽衙門主事
25 丁學教 羅州 1884年7月10擥–1887年5月19擥 1044 1832年 52歳 副司果 礦務局主事
26 ○泰尚彦 豊其 1884年7月10擥–1894年6月29擥** 3624 1857年 27歳 副司果 90年10月29擥政尚瑞別提移去，同擥
重来
27 李捵 星州 1884年10月9擥–1886年7月15擥 627 1859年 25歳 副司果 内務嶜主事，89年11月20擥兼総税務
司幇辦・飐麻浦稽察
28 朴載陽 潘南 1884年11月5擥–1887年12月21擥 1139 1848年 36歳 司勇 改差
1884年11月5擥–1885年1月16擥 72 35歳 司事 病逓
1885年9月11擥– ― 36歳 前主事 85年9月11擥同文学主事
1884年11月19擥–1885年9月16擥 293 30歳 博文局司事
1885年9月11擥– ― 31歳 司事 85年9月11擥同文学主事
1884年12月11擥–1885年7月22擥 218 司事
1885年9月11擥– ― 司事 85年9月11擥同文学主事
32 李時濂 陜川 1885年1月12擥–1887年5月29擥 874 1843年 42歳 司官陛差 86年1月26擥外衙門主事昇進，5月19
擥鉱務局主事
33 康載倫 昇平 1885年1月12擥–1886年6月17擥 508 1839年 46歳 司官陛差 86年1月26擥外衙門主事昇進，6月17
擥改差
34 鄭秉夏 温陽 1885年1月14擥–1888年7月26擥 928 1839年 46歳 司官陛差 86年1月26擥外衙門主事昇進，89年9
月19擥参議差下
35 李嶚稙 韓山 1885年1月16擥–1887年3月20擥 773 1852年 33歳 司事 転運郎嶁移差
36 邊錫運 原州 1885年5月1擥–1885年6月20擥 49 1856年 29歳 司勇 仁川港監理書記官，85年5月1擥察仁
川港書記兼任
37 厳柱興 寧超 1885年5月1擥–1885年6月22擥 51 1858年 27歳 幼学
38 兪性濬 杞渓 1885年5月1擥–1885年6月22擥 51 1860年 25歳 幼学
39 安宗洙 廣州 1885年7月9擥–1886年4月10擥 269 1849年 36歳 前司事
40 金永完 光山 1885年7月9擥–1888年4月5擥 1002 1844年 41歳 前監役
41 貙昌植Δ 橫城 1885年7月24擥–8月14擥 21 幼学 勘界従事官
1885年8月7擥–9月30擥 53 37歳 幼学 85年9月30擥三港口，86年1月26擥仁
川海関監理署書記官
1886年10月28擥–1888年1月25擥 471 38歳 仁川港書記官・
還差 仁川港書記官























42 金益昇 慶州森万佑子  朝鮮近代の外交実務担当者に関する基礎的研究 




姓名 本貫 在任期間 在任擥数 生年 就任年齢 就任前の職位 就任中・就任後の職位
44 申載永Δ 平山 1885年8月7擥–9月30擥 ― 1863年 23歳 幼学 85年9月30擥三港口，86年1月26擥釜
山海関監理署書記官
45 朴準禹 密陽 1885年8月10擥–1887年8月19擥 748 1844年 41歳 済衆院主事 有頓
46 李命倫Δ 安山 1885年9月11擥 ― 1856年 29歳 司果 85年9月11擥同文学主事
47 泰尚穆Δ 豊其 1885年9月11擥 ― 司果 85年9月11擥同文学主事
48 李赫儀Δ 全州 1885年9月11擥 ― 1854年 31歳 進士 85年9月11擥同文学主事，86年8月30
擥済衆院主事減下
49 権文燮Δ 1885年9月11擥 ― 幼学 85年9月11擥同文学主事，86年8月30
擥博文局主事有頓
50 鄭萬教Δ 東萊 1885年9月11擥 ― 幼学 85年9月11擥同文学主事
51 李鴻来Δ 慶州 1885年9月11擥 ― 1867年 18歳 幼学 85年9月11擥同文学主事
1885年10月8擥–1886年5月28擥 228 37歳 司勇 仁川港書記官
1887年8月3擥–10月25擥 82 39歳 仁川書記換 仁川港書記官，89年8月2擥飐擥書
記，仁川港書記官還差
53 成舜永 1885年10月8擥–1886年1月9擥 91 幼学 身病改差
1885年10月8擥–1886年5月28擥 228 27歳 司勇 仁川港書記官









55 張在斗 1885年10月8擥–1886年5月28擥 228 前判官 仁川港書記官
56 閔建鎬Δ 驪興 1885年10月28擥–1886年5月28擥 208 司果 釜山港書記官






58 兪公煥Δ 1885年10月28擥 ― 司勇
59 尹秉秀Δ 1885年10月28擥–1886年5月28擥 208 司勇 元山港書記官
60 鄭顕哲 草溪 1885年10月28擥–1890年9月8擥 1784 1859年 26歳 司勇 釜山港書記官，麻浦査験官
61 朴義秉Δ 密陽 1885年10月28擥–1886年5月28擥 208 1853年 32歳 司勇 元山港書記官，92年12月30擥會寧監
理署警察官
1886年1月9擥–1887年4月11擥 446 34歳 済衆院主事 病逓











65 宋伯犉Δ 礦山 1886年3月30擥–7月15擥 104 1837年 29歳 副司果 改差
1886年4月20擥–5月28擥 38 25歳 會寧監理書書記
官 関北監理書書記




1890年3月8擥–1894年6月29擥** 1558** 29歳 器機局司事
67 金喬栄Δ 1886年4月20擥–5月28擥 38 掌簿官 関北監理署書記，掌簿官，87年6月
10擥義州書記官移差
68 朴羲笞Δ 1886年4月26擥–1886年5月28擥 32 元山書記官 元山港書記官
1886年5月25擥–7月29擥 64 30歳 典獄主夫 済衆院主事
1890年2月7擥 ― 33歳 漢城主簿
70 高永憲Δ 済州 1886年5月26擥–1886年5月28擥 3 1862年 24歳 元山港書記官 元山港書記官
71 全容黙 完山 1886年6月17擥–1892年9月17擥 2305 1846年 40歳 副司果 91年5月29擥幇辦釜山港通商事務
1886年7月15擥–1887年6月29擥 370 1839年 47歳 前司果
1889年1月30擥–1890年閏2月20擥 406 1839年 50歳 都政碁都 司甕主夫換
1886年7月15擥–1888年8月10擥 764 1854年 32歳 幼学
1888年8月17擥–1889年7月29擥 339 1854年 34歳 還差 88年8月9擥関北監理署書記官，17擥
主事還差下，除懝歙谷縣令
1886年7月29擥–1887年11月27擥 501 1860年 26歳 尚瑞主簿 博文主事
1890年12月11擥–1892年閏6月7擥 203 1860年 30歳 仁港書記還差 政以機器司事
75 金炳徹Δ 1886年10月8擥–1888年1月25擥 491 釜山港書記官 釜山港書記官
76 任午準Δ 1886年10月8擥–1888年1月25擥 491 仁川港書記官 仁川港書記官
1886年10月28擥–1888年1月25擥 471 20歳 前主事 仁川港書記官
1889年12月26擥–1890年2月7擥 41 23歳 身病改差
78 片永基 浙江 1887年2月17擥–8月3擥 193 1847年 40歳 前監察 87年7月17擥主事陞昇，8月3擥身病
改差
79 姜華錫Δ 晉州 1887年3月15擥–1888年1月25擥 335 1845年 42歳 幼学 87年11月18擥仁港書記官加差下，88
年1月25擥主事減下
80 朴奎源 密陽 1887年3月20擥–1889年4月25擥 774 1847年 40歳 幼学 89年3月21擥還転
81 朴正源 1887年3月20擥–1888年8月1擥 513 幼学
82 貙復永 豊壌 1887年4月2擥–1888年6月8擥 450 1835年
83 安飉寿 竹山 1887年閏4月19擥–11月23擥 211 1853年 34歳 僺身 減下

































姓名 本貫 在任期間 在任擥数 生年 就任年齢 就任前の職位 就任中・就任後の職位
1887年5月19擥–1890年2月12擥 969 41歳 博文局主事 漢城主簿，閏2月6擥還差
1890年閏2月3擥 ― 44歳 漢城嶜主簿
86 李容夏 全州 1887年6月29擥–11月24擥 143 1828年 59歳 典設主簿 身病
87 洪悳祖Δ 南陽 1887年8月18擥–1888年1月25擥 156 1838年 49歳 義州書記官 義州書記官
88 李漢儀Δ 1887年8月19擥–28擥 9 幼学 減下
89 李斗煥Δ 1887年8月28擥–1888年1月25擥 146 会寧書記官 関北書記官，89年7月16擥麻浦査験
官
90 陳洪九Δ 1887年8月28擥–1888年1月25擥 146 掌簿官 関北書記官
91 李義鳳 韓山 1887年10月3擥–1890年3月30擥* 915* 1837年 50歳 右通禮
92 沈相老 青松 1887年10月30擥–1888年6月8擥 216 1866年 21歳 甕別
93 兪致秉 杞渓 1887年11月17擥–1890年4月13擥 884 1842年 47歳 永禧令
1887年11月23擥–1888年1月29擥 66 1845年 42歳 副司果 都政永主
1888年6月14擥–1890年1月29擥 578 1845年 43歳 賓主
1887年11月27擥–1888年1月29擥 62 1863年 24歳 博文局主事 都政引儀
1888年6月14擥–11月13擥 147 1863年 25歳 衣主 有関
96 李台稙 韓山 1887年11月27擥–1889年12月30擥 743 1857年 30歳 済衆院主事換
1888年1月25擥–12月27擥 328 釜山港書記官 釜山港書記官
1893年1月22擥 ― 前主事
98 鄭敬源 延擥 1888年1月29擥–1890年2月15擥 726 1851年 37歳 都政膚陵令 減下
99 曺斗煥 昌寗 1888年1月29擥–6月14擥 134 1848年 40歳 都政永禧令 刑正
100 金永汶 咄山 1888年2月1擥–1892年12月28擥 1801 1849年 39歳 前主事
101 申珩模Δ 1888年5月6擥–1889年7月14擥 423 元山港掌簿官 元山港書記官
102 金器宷Δ 1888年5月6擥–1889年7月14擥 423 翻訳官 翻訳官
1888年5月6擥–1891年12月29擥 1324 37歳 飐擥書記官 改差
1894年4月12擥 ― 43歳 前主事
104 李秀岳Δ 韓山 1888年6月3擥–1889年7月14擥 371 1823年 65歳 仁川港書記官 仁川港書記官
105 李鉉相 井邑 1888年7月12擥–1892年7月17擥 1482 1865年 23歳 司勇 政済衆院主事，21擥政還来，92年閏
6月12擥元山港派遣
106 ○丁大有 羅州 1888年7月26擥–1894年6月29擥** 2160** 1852年 36歳 幼学
107 鄭載錫Δ 1888年9月27擥–11月13擥 46 幼学 改差，90年閏2月2擥仁川港書記官，
92年2月3擥済衆院主事
108 李在正 羽渓 1888年10月15擥–1890年7月2擥 639 1846年 42歳 典獄参奉 改差
109 高永咄Δ 済州 1888年10月23擥–1889年7月14擥 259 1850年 38歳 義州監理書記官 義州監理書記官
110 貙競夏 豊壌 1888年11月13擥–1889年12月12擥 385 1863年 25歳 副司果 改差
111 貙正夏 豊壌 1888年11月20擥–1889年6月23擥 212 1831年 57歳
112 崔鎮泰Δ 忠州 1889年1月11擥–7月14擥 183 1850年 39歳 釜山港書記官 釜山港書記官，91年9月8擥済衆院主
事
113 黄猷淵Δ 1889年1月11擥–7月14擥 183 仁川港書記官 仁川港書記官
114 兪競煥Δ 1889年1月11擥–7月14擥 183 仁川港書記官 仁川港書記官
115 洪在箕Δ 南陽 1889年3月10擥–7月14擥 124 1857年 32歳 仁川港書記官 仁川港書記官，90年11月28擥釜山港
書記官
116 李承建Δ 1889年3月10擥–7月14擥 124 釜山港書記官 釜山港書記官




1889年3月21擥–1890年9月27擥 569 34歳 前司事 90年1月29擥工曹正郎去，同擥重
来，司憲嶜監察
1890年10月29擥–1891年3月 149 35歳 都政以監察 引儀，92年4月7擥政永別来
1893年12月2擥–1894年6月29擥** 205** 38歳
1889年6月3擥–1891年12月29擥 943 21歳 幼学 改差
1894年4月17擥 ― 26歳 前主事
120 沈啓澤 青松 1889年6月3擥–1892年7月20擥 1169 1865年 24歳 幼学 都政平市主簿
121 李昌世 全義 1889年7月29擥–1890年8月10擥 395 1851年 38歳 刑正 移去于順昌園
122 李相采 1889年8月25擥–9月13擥 1 幼学
123 朴逸憲Δ 1889年8月26擥–1892年5月7擥 986 慶興書記 減下
124 韓灌錫Δ 1889年8月26擥–1892年5月7擥 986 掌簿官 減下
125 崔永祉Δ 1889年9月2擥–1892年5月7擥 980 慶興書記 91年9月23擥関北監理署掌簿官，減
下
126 梁宗彦Δ 南原 1889年9月2擥–1892年5月7擥 980 1848年 41歳 翻訳官 減下
127 金錫龍Δ 彦龍 1889年9月2擥–1891年4月15擥 604 1857年 32歳 會寧書記官 改差
128 李時栄 1889年11月4擥–12月12擥 38 改差
129 閔泳五Δ 驪興 1889年11月26擥–1890年9月8擥 308 釜山港書記官 関北監理署書記官，飐接辦稽察
130 張華稙 仁同 1889年12月12擥–1891年7月29擥 609 1852年 37歳 碁都 都政懿陵令，同擥重来
131 邊錫胤 原州 1889年12月12擥–1890年1月29擥 48 1855年 34歳 副司果 工曹佐郎去，同擥重来，91年2月1擥
元山港書記官移飐麻浦査験官
132 秋秉記Δ 1890年1月14擥 ― 南営文案
133 宋秉翼Δ 1890年1月18擥–2月7擥 19 前参奉 身病減下，90年2月22擥済衆院主事
差下
134 金好錫Δ 1890年1月18擥–2月7擥 19 前監役 身病減下
1890年1月29擥–3月29擥* 60* 58歳 政以西部令
1891年3月22擥–1892年5月27擥 419 59歳 政尚瑞主簿 政尚衣主簿
1890年2月5擥–3月3擥* 29* 43歳
1890年10月 ― 43歳 南部令
137 魚命麟 咸従 1890年2月7擥–1892年5月 495 1871年 19歳 幼学 政引儀
138 金永淑 光山 1890年2月10擥–3月30擥* 80* 1866年 24歳 幼学
1855年
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姓名 本貫 在任期間 在任擥数 生年 就任年齢 就任前の職位 就任中・就任後の職位
139 ○貙性協 咸安 1890年閏2月20擥–1894年6月29擥** 1575** 1852年 38歳 司饔主簿
140 閔膺鎬 驪興 1890年4月17擥–1892年9月5擥 875 1837年 53歳 副司果
1890年6月9擥–1891年12月6擥 530 1832年 58歳 政以永禧殿令
1892年閏6月8擥–16擥 9 1832年 60歳 政尚衣主簿
1892年7月3擥30擥 28 1832年 60歳 還来 都政陵令




144 閔両益 驪興 1890年8月11擥 ― 1854年 36歳 副司果
145 閔東爀 驪興 1890年9月29擥–1891年1月21擥 111 1839年 51歳 副司果
1890年11月9擥–12擥 4 幼学 改差
1892年9月12擥 ―
147 玄檃 延州 1890年11月12擥–1891年4月9擥 145 1860年 30歳 前監察
148 李用両 1890年12月4擥 ― 元山港翻訳官
149 李政翼 延安 1890年12月28擥–1891年6月16擥 166 1845年 45歳 政以穆陵令
1891年1月25擥–1892年1月27擥 358 1852年 39歳 政以尚瑞主簿 都政以済用別提
1892年3月3擥–10月30擥 264 1852年 40歳 尚衣主簿
1889年10月18擥–11月4擥 17 24歳 幼学 改差
1891年2月18擥–1893年2月8擥 730 26歳 口傳政以復職 91年9月10擥済衆院主事差下
152 曺鎮百 昌寗 1891年3月6擥–19擥 14 1829年 62歳 太廟令
153 沈相弼 青松 1891年3月28擥–1892年3月1擥 328 1843年 48歳 政以監察
154 金栄浩Δ 1891年4月19擥–1892年5月7擥 373 會寧監理署書記
官
155 李恒冕 完山 1891年4月25擥–1892年9月16擥 524 1844年 47歳 幼学
156 申慶秀 平山 1891年6月7擥–9月22擥 105 1833年 58歳
157 韓鎮泰 清州 1891年6月20擥–1892年6月8擥 343 1829年 62歳 政以尚瑞主簿 政碁嶜都事換
158 李秀敦 全州 1891年11月5擥–1892年7月6擥 267 1833年 58歳 副司果 92年6月碁都，同8擥碁都換来，太廟
令
159 鄭擥鉉Δ 1891年11月5擥–1892年5月7擥 180 幼学
160 呉鼎咄 海州 1891年12月22擥–1892年6月29擥 184 1844年 47歳 副司果 政引儀
–1891年12月13擥 ― 改差
1892年5月13擥–7月3擥 79 36歳 内務主事 政甕別，7月6擥還来




163 安鼎寿 竹山 1891年12月29擥–1892年8月8擥 245 1840年 51歳 司果
164 李輔漢 完山 1891年12月29擥–1892年1月14擥 16 1874年 17歳 進士
165 金宗植 清風 1892年1月27擥–5月13擥 104 1851年 42歳 都政以景綦宮令 政以平市主簿




167 李秉久Δ 1892年2月6擥–5月7擥 90 幼学 減下
168 盧相説Δ 1892年2月6擥–5月7擥 90 幼学 減下
169 韓學洙 清州 1892年2月24擥–25擥 31 1858年 34歳 幼学 碁嶜都事
1892年1月30擥–3月20擥 49 1843年 49歳 政以泰陵参奉 政引儀
1892年6月8擥–閏6月6擥 29 1843年 49歳 重来 政監察
171 ○李康夏 全州 1892年3月20擥–1894年6月29擥** 837** 1860年 32歳 監察
172 朴時秉 密陽 1892年3月25擥–9月28擥 211 1835年 57歳 碁都換
173 李文栄 龍仁 1892年5月26擥–7月3擥 66 1850年 42歳 引儀去
174 任起鎬 1892年6月6擥–22擥 17 政掌主簿去
175 李應達 1892年閏6月17擥–1893年7月29擥 397 政景陵令 7月政典設主簿去，同17擥政以尚衣
主簿還来，同22擥政引儀去
176 李根永Δ 水原 1892年閏6月18擥–7月7擥 19 1856年 36歳 前主事，義州書
記官 減下
177 洪淳旭Δ 南陽 1892年閏6月18擥–7月7擥 19 1859年 33歳 前判官，釜山港
書記官 減下
178 金咄一 水原 1892年閏6月23擥–7月17擥 24 1854年 38歳 政温陵令 政典圜局司事去
179 韓應一 清州 1892年7月2擥–9月10擥 69 1841年 51歳 政司甕院別提
180 沈魯漢Δ 1892年7月7擥–8月19擥 43 仁川港翻訳官 減下
181 金宜鉉Δ 1892年7月7擥–10月25擥 108 仁川港翻訳官 派在仁川海関，主事減下
182 李重元Δ 全州 1892年7月7擥–8月19擥 43 1856年 36歳 釜山港海関翻訳
官 減下，93年2月6擥釜山港翻訳官
183 姜鳳欽Δ 1892年7月7擥–8月19擥 43 釜山港海関翻訳
官 減下








185 尹栄斗 豊壌 1892年7月30擥–1893年2月5擥 184 1855年 37歳 都政以機器局司
事
186 金洛駿Δ 光山 1892年8月19擥–10月25擥 66 1845年 47歳 飐擥翻訳官 派在飐擥本公署












典拠： 『統署擥記』 ， 『統理交渉通商事務衙門主事先生案』 ， 『草記』 ， 『本衙門草記謄録』 ， 『嗽
朝文科榜目』 ， 『朝鮮時代雑科合格者総覧』 。 
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187 崔性健Δ 1892年9月12擥 ― 前司勇
188 李時翼 1892年9月25擥 1
189 安琦咄Δ 1893年1月22擥–1894年1月25擥 358 幼学 改差
190 張鳳煥Δ 仁同 1893年1月22擥 ― 1856年 37歳 幼学
191 金思純Δ 1893年5月2擥 ― 飐擥本公使署書
記官
192 李啓弼 咸平 1893年6月15擥–12月29擥 193 1860年 33歳 副正字 93年6月27擥咸鏡道慶源興地方商務
委員
193 尹滋参Δ 坡平 1893年6月26擥–28擥 3 1840年 53歳 幼学
194 李冕九Δ 1893年7月10擥–12擥 3 進士 減下
195 金泰秀Δ 1893年7月10擥–12擥 3 幼学 減下
196 金成喜Δ 慶州 1893年7月10擥–12擥 3 1847年 46歳 幼学 減下
197 白南奎Δ 水原 1893年7月10擥–12擥 3 1876年 17歳 幼学 減下
198 尹奎燮Δ 坡平 1893年7月10擥 ― 1847年 46歳
199 朴鏞和Δ 密陽 1893年7月27擥–8月3擥 6 1871年 22歳 幼学 減下
200 尹轍炳Δ 1893年7月27擥–8月3擥 6 幼学 減下
201 崔秉吉Δ 全州 1893年7月27擥–8月3擥 6 1859年 34歳 幼学 減下
202 丁台植Δ 1893年7月29擥–11月3擥 93
203 閔徳行Δ 1893年7月29擥 ―
204 申鶴均Δ 1893年7月29擥 ―
205 閔景勲Δ 驪興 1893年7月29擥 ― 1844年 49歳
206 金宅圭Δ 安東 1893年7月29擥 ― 1871年 22歳
207 沈聖澤Δ 1893年7月29擥 ―
208 黄裕永Δ 1893年7月29擥 ―
209 金商愚Δ 1893年7月29擥 ―
210 金堯璇Δ 1893年7月29擥 ―
211 朴永稷Δ 1893年8月12擥–15擥 4 幼学 減下
212 柳海昇Δ 1893年8月12擥–15擥 4 幼学 減下
213 金一河Δ 1893年8月12擥–15擥 4 幼学 減下
214 玄釆Δ 川寧 1893年9月5擥–6擥 2 1856年 37歳 釜山港翻訳官 減下
215 丁若胨Δ 1893年9月5擥–6擥 2 掌簿官 減下
216 朴義秉Δ 密陽 1893年9月5擥–6擥 2 1853年 40歳 元山港書記官 減下
217 卞興植Δ 草溪 1893年9月5擥–6擥 2 1859年 34歳 義州監理署書記
官 減下
218 金奭永Δ 文化 1893年9月9擥 ― 進士
219 金錫仁Δ 金海 1893年9月9擥–12擥 4 1834年 59歳 幼学 減下
220 韓永福Δ 1893年9月14擥 ― 1867年 26歳 幼学
221 崔文換Δ 1893年11月3擥 ―
222 安教弼Δ 1893年12月2擥 ―
223 李虎栄Δ 慶州 1894年1月25擥 ― 1869年 25歳 済衆院主事
224 洪慶杓Δ 1894年1月29擥 ―
225 李龍珪Δ 韓山 1894年2月29擥 ― 1859年 35歳 幼学
226 安琦良Δ 1894年3月19擥 ―
227 金弼煕Δ 慶州 1894年4月14擥 ― 1872年 22歳 進士